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今年は６日・７日の土日２日間で「天の川もみじ

まつり」を実施し、洞川会場では、景品の当たるウ

ォークラリーを10月30日～11月７日まで毎日開催し
ました。

イベント会場では、例年のヘリコプター遊覧・ボ

タン鍋・物産展、無料シャトルバス運行、くず湯の

無料サービスに加え、友好交流都市である枚方市物

産販売や和太鼓「龍王」演奏・天川中学校音楽部に

よるミニミニコンサート、円空彫り実演も行われま

した。

また、センター大ホールでは恒例の奈良県教育の日イベント「天川村子ども作品展」が同時開催

されました。

今年は猛暑の影響もあり紅葉の時期や具合を心配致しましたが、

幸い大きな変動もなく錦秋を楽しむことができました。当日は、

平城遷都1300年会場の閉会の日と重なったこともあり、昨年より
やや少なめの人手となりましたが、中吉野警察署や吉野土木事務

所のご協力を得て、本村商工会・洞川温泉観光協会・女性の会の

みなさんなど、ボランティアスタッフの皆さんのささえにより、

大忙しの２日間を事故もなく終えることができました。感謝！

みなさんどうもお疲れ様でした！

そして、他の市町村にない村を代表するイベントを続けるためにも、みなさま一人一人のご理

解・ご協力が不可欠です。

また来年もよろしくお願いします！！

第28回「天の川もみじまつり」開催！

＊　一口メモ　＊
現在のもみじまつりは、当初商工会青年部の事業として開始され、第28回を数えることと

なりましたが、その以前、昭和27年11月に初めての「もみじ祭」が開催されています。先人
の取り組みや実績のおかげで、いまや有名な紅葉スポット・イベントとなっています。
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天川中学校2年生（男子6人）が総合学習の時間に取り組みました。

自分の地域が明るく・活気付くための活動ができた

ことで、生徒たちからは、

「手は汚れたけど、村のボランティアだと思ってや

ったら、塗り終わった後、いい気持ちになった」

「すごくきれいになったので達成感がありました」

「人の役に立つことをすると、気持ちいいし、それを

見てくれた人もさわやかな気持ちになると思いました」

といった達成感・充実感にあふれた感想が聞かれました。

また、看板を再生するだけでなく、オリジナルの

「アメノウオ」の絵も作成し掲示しました。

11月6・7日もみじまつりに合わせて、山村開発センターロビー・大ホールにおいて「子ども作

品展」を開催しました。

日頃の学校・園での取り組みを地域の人々に知ってもらう機会として「奈良県教育の日」にちな

んで、絵画・書道・工作・写真等を展示しました。村内外から400人あまりの方々に観ていただき

「ひとつひとつの作品に心がこもっていて、とても素晴らしかったです。子ども達の生き生きとした

作品に、心あらわれました。」等たくさんの感想をいただきました。また、社会教育学級生の水墨画

の展示もあり、作品展に華をそえていただきました。

中中中中 学学学学 生生生生 にににに よよよよ るるるる 地地地地 域域域域 貢貢貢貢 献献献献 事事事事 業業業業

今年も大好評でした。子ども作品展
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10月29日（金）山村開発センター農林研修室におい

て、行政相談懇談会が開催されました。近畿管区行政

評価局行政相談専門官 戸田進氏にお越しいただき、行

政相談委員 井口勝代氏の呼びかけにより、本村の関係

団体の代表の12人の方の参加により行われました。

近畿管区行政評価局行政相談専門官 戸田進氏から

行政相談制度の概要について相談事例等を交え説明し

て頂き、参加者による日頃の生活で感じる問題から広

域的な問題など意見交換も行われました。

平成22年工業統計調査を 12月31日現在で行います。

工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的と

して調査します。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとともに、企業、

大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されているところです。

調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。

尚、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守されますので、

正確な御記入をお願いします。

天川村地域政策課　統計係　163－0321（内線152）

製造事業所の皆様へ　統計調査に御協力下さい。

◆行政相談委員とは◆
天川村には、行政相談委員法に基づき、総務大臣から委嘱された行政相談委員が

１名います。行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い合わ
せなどの相談を受け付け、その解決のための助言や関係機関に対する通知などを無
償で行っています。

行政相談委員　　　　　井　口　勝　代　　10747―64―0150
奈良行政評価事務所　　　　　　　　　　　10742―24―1100

行政相談懇談会を開催しました
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この度、民生児童委員の全国一斉改選により下記のとおり、新しい民生児童委員が12月１日付で、

厚生労働大臣より委嘱されました。

今回の改選をもって退任されました委員の方には、天川村の福祉及び地域に密着した相談活動等

にご尽力いただきましたことに厚く御礼申し上げます。

また、12月１日より新しく委員になられた方には、より一層地域に密着した民生・児童委員活動

にご尽力いただきますようお願いいたします。

☆退任された民生児童委員

☆12月１日からの民生児童委員

民生児童委員の一斉改選について

氏　　　　名 在　任　期　間 担　当　地　区

牧　　　孝　志 １年６ヶ月 北角～沢谷

氏　　　　名 新 任 ・ 継 続 担　当　地　区

赤　井　憲　彦 継　続 洞川東部

久　保　市　栄 〃 洞川西部

赤　井　英　子 新　任 北角～沢谷

大　山　雪　子 継　続 沖金～五色

辰　巳　榮之助 〃 南日裏・坪内

堀　川　通　治 〃 九尾・栃尾

乾　井　宣　代 〃 和田

泉　本　美喜子 〃 籠山・庵住・山西

泉　谷　昭　子 〃 広瀬・滝尾

宮　脇　正　輝 〃 塩野・塩谷

西　村　明　美 〃 主任児童委員（全域）

中　森　和　代 〃 〃
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11月9日、天川村消防団及び中吉野広域消防組合による村内全域の火災予防防火パレードを実施
し、午後7時からは、各分団による放水訓練が行われました。また、11月13日には、火災が発生し
やすい時期を迎えるにあたり入念なポンプ等の設備点検が実施されました。

ヤマトプロテック社製のエアゾール式簡易消火具の破裂事故が発生しています。破裂により容器
の破片や消火薬剤が飛び散ることでケガをするなど、重大な人身事故が発生する可能性もあり、大
変危険です。年末の大掃除や片付けの際、もしあなたの家に対象製品があった場合、製品に触れず
下記連絡先に連絡してください。

～ヤマトプロテック株式会社の連絡先～

土・日・祝日を除く平日　9時～17時：0120－801－084

夜間（平日17時以降）及び土・日・祝日の緊急連絡先：072－361－2101

ホームページ：http://www.yamatoprotec.co.jp/

～　対　象　製　品　～

※製造ロット番号と品質保障期間は、缶底に表示しています

秋の火災予防週間防火パレード

エアゾール式簡易消火器具の破裂事故に注意！

中吉野広域消防組合消防本部・天川出張所
火事・救急は119 住宅用火災警報器設置相談窓口　163－0299

http：//www.nakayoshino.or.jp/

ヤマトボーイＫＴ（台所用）
製造ロット番号 品質保証期間
ＫＯ３３１ ２００５．０１

２００５．０２
ＫＮ３２６ ２００５．０２
ＫＤ３１７ ２００５．０３
Ｋ１４２６ ２００５．０４
Ｋ２４０７ ２００５．０５
Ｋ２４２０ ２００５．０５
Ｋ３４０７ ２００５．０６
Ｋ３４１９ ２００５．０６
Ｋ４４２２ ２００５．０７
Ｋ７４２４ ２００５．１０

ＦＭボーイｋ（ファイヤーマンボーイ）
製造ロット番号 品質保証期間
ＫＮ３０１ ２００５．０２
ＫＮ３２２ ２００５．０２
ＫＤ３１９ ２００５．０３
Ｋ１４２５ ２００５．０４
Ｋ２４０８ ２００５．０５
Ｋ２４２１ ２００５．０５
Ｋ３４０６ ２００５．０６
Ｋ３４１８ ２００５．０６
Ｋ４４２３ ２００５．０７
Ｋ７４２５ ２００５．１０
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10月16日（土）午後７時30分より「天川村山村開発センター　大ホール」において、京都で活動
されている満月堂さんによる天川村山癒の里寄附金チャリティーコンサートが行なわれました。

このコンサートは、天川村の素晴らしい自然に感動された満月堂の皆さんが、この自然を守って

いくために何とか協力したいという事で天川村山癒の里基金に賛同されて、チャリティーコンサー

トを行なっていただくこととなりました。

当日は、村民や県外からの満月堂さんのファン、昨年洞川で行なった『満月堂in天川』のコンサ

ートのリピーターで会場のホールも一杯となり、参加者の皆さんは、懐かしい70年代のフォークソ
ングを満喫されていました。また、このコンサートの為に作曲された『天川物語』と『天からの贈

りもの』のお披露目もあり、参加者は満月堂の癒しのマジックに浸りました。

今回、皆さんにチャリティーをいただきました合計は62,931円となり、天川村山癒の里基金へ寄附
させていただきました。どうもありがとうございました。

メンバー紹介（左から）
♪池本　司（いけさん）
ホームページ担当
ベースギター・コーラス

♪東山三十六峰（ろっぽー）
バンドマスター
ボーカル・ギター・
フラットマンドリン

♪川北雄一郎（ゆうさん）
宴会担当（？）
ボーカル・ギター・
カホーン・ハーモニカ等
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10月23日と24日に山梨県道志村で開催された第１回全
国源流サミットに参加してまいりました。
これは、天川村も加盟している全国源流の郷協議会が共

催するもので、昨年の９月には天川村で第10回全国源流シ
ンポジウムとして開催されました。
天川シンポジウムの折、本年の開催地である道志村から

お誘いを受けており、そのときの約束を果たす形での参加
となりました。
山梨県道志村は横浜を流れる相模川の最源流の村で人口

1,960人の山村です。村の中央部を東西に道志川が流れて
います。村の面積は7,957haでその93％が森林となってお

ります。また、道
志村の４分の１に
あたる2,873haの
森林が横浜市の水
源涵養林で、横浜
市は自分たちの水
源を守るために間伐事業や育林事業など積極的に展開して
おり源流体験事業を通して上下流の連携が盛んに行なわれ
ている村でした。
サミットでは将棋の米長邦夫永世名人の特別講演のほか、

各地の現状報告や基調講演、パネルディスカッションが行
なわれました。締めくくりに全国の源流の団体の長が登壇
して源流新時代の幕開けを切り開くための思いを込めた
「源流宣言」を採択してサミットを終了しました。
サミット終了後は全国源流交流会が行なわれ、道志村の

郷土料理を味わい、翌日のエクスカーションでは村内の名
所を視察して三々五々帰途に着きました。

平成22年10月29日（金）橿原神宮会館で開催された

奈良県神社関係者大会において、洞川八幡神社氏子総代

赤井登寿氏が、多年に亘る功績が評価され、奈良県神

社庁長表彰を受賞されました。

第１回全国源流サミットに参加してきました。

奈良県神社関係者大会において表彰
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No.7

学習指導要領がかわります！

言語の力を育みます
国語だけでなく各教科等で、記録、説明、

批評、論述、討論などの言語を使った活動を
行い、全ての教科等で言語の力を。例えば
算数・数学：言葉、数、式、図、グラフを使
って論理的に考え、根拠を明らかにして筋道
を立てて説明し、伝え合う活動。
社会：資料を読み取って解釈し、考えたこと
を説明したり、自分の意見をまとめて相手と
意見交換をしたりする活動。
美術：作品に対する自分の思いや考えを説明
し、批判しあう活動。
など。

健やかな体を育てます
例えば、
体育・保健体育では、運動する子どもとそう
でない子どもの二極化の解消し、体力を高め
ることができるよう、体をほぐす・バランス
をとるなどの「体作り運動」を小学校低学年
から。また、武道、ダンスなどの運動を中学
校で。

幼稚園教育を充実します
例えば、
○体を動かすことや望ましい食習慣の形成。
○友達と話し合ったり、考えたり、決まりの
必要性に気づいたりすること。
○幼稚園と小学校の連携。
○預かり保育と子育ての支援。

理数の力を育みます
○算数・数学、理科の授業時数を増加し、観
察・実験や反復学習などを充実。
○国際的に通用するカリキュラムにするなど
の観点から、教える内容を充実。

外国語教育を充実します
○小学校5・6年で、週１時間の英語を中心
とした「外国語活動」の導入。
○中学校では聞く・話す・読む・書く力を総
合的に育成。

規範意識や他人を思いやる心を育みます
例えば、子どもの発達に応じて、挨拶・規
範意識・自他の生命の尊重、社会への主体的
な参画などについて指導。

新しい時代に対応した教育を充実します
例えば、環境教育、家族と家庭に関する教
育、食育、消費者教育、情報教育、特別支援
教育など

伝統や文化に関する教育を充実します
例えば、
国語：小学校で古文・漢文の音読。
社会：小学校で国宝などの文化遺産、中学校

で江戸時代の教育・文化や近現代史な
ど、歴史教育の充実。

など

具体的な改善内容は？ ＜文科省保護者用パンフレット「生きる力」より＞具体的な改善内容は？



10

日 曜日

16 木 休　　診 診察（西尾医師） 不　燃

17 金 診　　察 診　　察 燃　焼

18 土 閉　　　　館　　　　日

19 日 閉　　　　館　　　　日

20 月 診　　察 診　　察 燃　焼

21 火 診　　察 検 査 日 資源１

22 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源２

23 木 閉　　　　館　　　　日（天皇誕生日）

24 金 診　　察 診　　察 燃　焼

25 土 閉　　　　館　　　　日

26 日 閉　　　　館　　　　日

27 月 診　　察 診　　察 不　燃

28 火 診　　察 検 査 日 燃　焼

29 水 閉　　　　館　　　　日

30 木 閉　　　　館　　　　日

31 金 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

・ごみ収集　12月の予定表・ごみ収集　12月の予定表
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

１ 水 診　　察 インフルエンザ予防接種 脳のトレーニング教室 粗　大

２ 木 休　　診 診察（西尾医師） 不　燃

３ 金 診　　察 インフルエンザ予防接種 燃　焼

４ 土 閉　　　　館　　　　日

５ 日 閉　　　　館　　　　日

６ 月 診　　察 診　　察 燃　焼

７ 火 診　　察 検 査 日 資源１

８ 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗　大

９ 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30～ 資源２

10 金 診　　察 診　　察 燃　焼

11 土 閉　　　　館　　　　日

12 日 閉　　　　館　　　　日

13 月 診　　察 診　　察 燃　焼

14 火 診　　察 検 査 日 資源１

15 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗　大

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川　国保診療所・ほほえみポート天川　　
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検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　163－9110

今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、みなさまのお越しをお待ちしております。

※　参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※　持 ち 物・・・タオル・お茶　など
※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が流行
しやすい季節です。
感染予防のために
●手洗い　　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない
を習慣として、自分自身の健康を守りましょう。
又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。是非咳エチケッ

トを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
②マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以上
離れましょう。
③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。
村ではインフルエンザ予防接種について費用助成を行っています。対象等、先月号の広報に詳しくお知

らせしていますので、ご覧下さい。

12月１日は世界エイズデーです。エイズは今も世界中で患者を増やしている感染症であり、日本におい
ても、若者を中心に感染者が毎年増加しています。しかし、エイズは現在の医療でも完全に治すことが難
しい病気であり、社会的にも大きな問題となっています。エイズは遠い国の話ではないのです。
エイズを発症するのは、HIVウイルスに感染してから平均で約10年後といわれています。それまでの期

間は、ウイルスに感染しているため感染を広げないように注意する必要がありますが、基本的に無症状で
すので、血液検査を受けなければ感染しているかどうかは分かりません。HIVウイルスに感染している場合、
エイズを発症するまでに適切な治療を行なうことで発症を遅らせることができます。
主な感染経路
①性交渉による感染
②血液による感染
③母親が感染している場合、妊娠・出産・授乳による赤ちゃんへの感染

エイズは、予防できる病気です。自分自身と大切な人を守るためにも、エイズ検査を受けましょう。
保健所では、無料・匿名で検査を行なっています。
問合せ先：　奈良県吉野保健所　　152－0551

保 健 事 業
の お 知 ら せ

うさちゃんくらぶのご案内

感染症にご注意を！！

12月１日は　世界エイズデー　です

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み
10：30～ クリスマス会

12月9日（木）
12：00

ほほえみポート天川
～クリスマスブーツを作ろう！～

不　要
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�12月冬至の週は、「ゆず湯」を実施！
洞川温泉　＝12月19日（日）～21日（火）【露天風呂のみ】
天の川温泉＝12月22日（水）～24日（金）【露天風呂のみ】
みずはの湯＝12月20日（月）～23日（祝・木）【内風呂のみ】

（※23日は祝日のため、みずはの湯は営業し翌日休館）

�年末は28日（火）まで営業（天の川温泉は27日まで）

�お正月は2・3日に臨時営業！
1月2日（日）・3日（月）は、午後１時から午後5時30分受付終了

（午後6時閉館）

めっきり寒くなるこの季節

あったまる天川村営の「いい・風呂」へＧＯ！

村民みんなの財産・みんなでご利用を！
おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！
また、お客さまへの広報をお願い致します。

天川村『いい・風呂』キャンペーン　第２弾

今年もやります！

ご家族お揃いで「初風呂」を!!

大掃除のあとに

是非ご利用を！

天　川　村
世界遺産「大峯奥駈道」

冬至のゆず湯に入ると「風邪をひかない」とか、また科学的にも

「血行を促進させ」身体を芯から温めます！

「疲れや痛み」もとれ、「冷え性」に効果あり！！
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地方税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、下記のとおり「市町村税・県税の一斉
滞納整理強化期間」を設定し、昨年に引き続き本年も、県内全市町村と県が協働して、差押等をは
じめとする滞納整理に集中的に取り組むこととしましたのでお知らせします。
期間中は各市町村及び各県税事務所が、滞納者と取引のある金融機関や勤務先等に対し、法律に基

づく財産調査についても集中的に行うこととなります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
実施時期：平成22年11・12月
実施団体：県内全市町村（39団体）及び県

各市町村の取組例：①市町村と県の不動産合同公売の実施
②滞納者に対する差押（預貯金・給料等）の集中実施
③滞納者に対する電話催告・文書催告・訪問催告の集中実施

平成23年度からは、村の基幹税システム入れ替えに伴いコンピューターで延滞金の計算が可能と
なります。これにより、村税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）を滞納すると、
延滞金・督促手数料がかかります。
督促手数料は督促状１通につき、80円、延滞金は年14.6％です。（納期限の翌日から１月を経過す

る日までの期間は、平成22年中は年4.3％）

４月30日納期限の100,000円の税金を翌年３月31日に納付したとすると、
10万円×（4.3％×31日）＋10万円×（14.6％×304日）＝12,525円→12,500円になります。
収め忘れ等がないようご注意ください。（便利で確実な口座振替をご利用ください。）
村税・国民健康保険税等を滞納されている方は至急納付して下さい。
（納付困難な事由があり、要件に該当する場合は、延滞金は免除される場合があります。）

天川村では、すでに、指名願申請、村営住宅入居申請、各種補助金申請等について、行政サービ
ス等の制限を実施済でありますが、今回この制度をより拡大、強化するため、「天川村税等の滞納に
対する行政サービス等の制限措置に関する条例」が制定されました。村税等を滞納していると、さ
まざまな村の行政サービスが受けられなくなります。
【制限対象のもの】
一般競争入札の参加・村職員採用申請・新生児養育手当支給・水洗便所改造助成金
村営住宅入居申請・有害鳥獣捕獲奨励金・任意予防接種費用助成・福祉医療費助成等です。

地籍調査終了に伴い平成23年度から、地籍調査後の面積で固定資産税が計算されます。地籍調査
後の面積（増）が原因で、固定資産税額に変更がある方には事前に計算書を送付予定です。宜しく
お願いします。

※お問合せは　住民課　税務係　163－0321

固定資産税の課税面積が地籍調査後の面積に統一されます。

「天川村税等の滞納に対する行政サービス等の制限措置に関する条例」が制定されました。

※延滞金の計算例

平成23年４月から延滞金・督促手数料の徴収を強化します。

奈良県全体で「市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間」を設定します。

～許しません！滞納～
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国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しくて・・・」、「つい、うっかり・・・」とい
った理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられ
なくなったりします。また、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合
があります。
そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめします。
口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金庫で利用できます。

申し込みの際は、年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を記入して、口座振替を
希望される金融機関等の窓口に提出してください。
＊詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせください。

日本年金機構・天川村

国民年金基金は、国民年金法にもとづいて運営されている公的な年金ですので
安心してご加入いただけますし、税法上の特典もあります。
なお、加入できる方は、国民年金の保険料を納めている（国民年金保険料を

免除されている方を除く）60歳未満の第１号被保険者です。

国民年金基金の魅力

ご連絡いただければ、詳しい資料をお送りします。お気軽に当基金までお問い合わせください。
〒630－8115 奈良市大宮町４丁目２５５　まつもりビル２－３０２号室

奈良県国民年金基金
フリーダイヤル０１２０－６５－４１９２　1０７４２－３６－５７６１
ＦＡＸ　０７４２－３６－５６８９　ht tp : / /www.na ra -k i k i n .o r . j p

国民年金基金のお問い合わせ

国民年金保険料の納付は、便利・安心・確実な口座振替で！

ゆとりある老後のために国民年金基金を

◎　掛け金は、全額所得控除で税金が有利

掛金は、全額所得控除（年間最高81万6千円まで）となり、所得税や住民税が軽減されます。
また、将来受取る年金も、公的年金控除の対象となります。

◎　年金額が今からわかる

加入したときに将来受け取れる年金額が確定します。（途中で資格喪失せず完納した場合）

◎　月々の掛け金は将来も一定

少ない掛金・自由なプランで始められます。加入後もライフサイクルに応じて月々の掛金を
増減することができます。

◎　支払った掛金は将来、確実に年金に

掛金が一時的にお支払いできなくなっても、解約されることなく、掛金を掛けた期間に応じ
た年金が受けられます。
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お し ら せ

平
成
二
十
二
年
第
二
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
十
月
二
十
五
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

会
期
に
つ
い
て
は
十
月
二
十
五
日
の
一
日

間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
契
約
の
締
結
〜

◇
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
　
無
線

機
器
購
入
に
か
か
る
物
品
売
買
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

▼
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
無
線
機
器
の
購

入
に
関
す
る
も
の
で
す
。

可
決
事
項

こ
れ
ら
の
症
状
は
一
見
、
関
連
の
な
い
症

状
の
羅
列
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
甲
状
腺

か
ら
過
剰
な
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
、
全
身
の
代
謝
が
過
度
に
な
る
甲
状
腺
機

能
亢
進
症
（
い
わ
ゆ
る
バ
セ
ド
ウ
病
）
が
原

因
で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
全
て
の
症
状
が
出
揃

う
と
は
限
ら
ず
、
特
に
初
期
に
は
診
断
が
困

難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
血
液
中
の
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
量
を
測
る
こ
と
で
診
断
が
確
定

さ
れ
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

治
療
は
抗
甲
状
腺
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
、

手
術
療
法
（
部
分
的
甲
状
腺
切
除
術
）、
放

射
性
ヨ
ー
ド
療
法
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

亢
進
し
た
甲
状
腺
機
能
を
抑
え
ま
す
。
日
本

で
は
抗
甲
状
腺
薬
の
内
服
が
第
一
選
択
で
、

そ
の
場
合
は
通
院
で
治
療
で
き
ま
す
。
治
療

開
始
後
一
〜
三
ヵ
月
で
症
状
も
と
れ
、
通
常

６
ヵ
月
か
ら
二
年
間
ぐ
ら
い
様
子
を
見
な
が

ら
薬
を
減
ら
し
ま
す
。

一
般
に
女
性
に
多
い
病
気
で
す
が
、
遺
伝

的
な
要
因
も
あ
り
、
血
縁
の
方
に
甲
状
腺
疾

患
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合
、
特
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

○
「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
と
は
、
故
意
の

犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
犯

罪
被
害
者
の
遺
族
又
は
重
傷
病
又
は
障
害

と
い
う
重
大
な
被
害
を
受
け
た
犯
罪
被
害

者
の
方
に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
・
経
済

バ
セ
ド
ウ
病

近
頃
、
異
常
に
汗
が
で
る
。
動
悸
が
す
る
。

食
欲
が
あ
り
食
事
量
が
増
え
た
が
痩
せ
て
く

る
。
手
が
震
え
、
字
が
書
き
に
く
い
。
な
ん

と
な
く
イ
ラ
イ
ラ
し
て
睡
眠
も
と
り
に
く

い
。
周
り
の
人
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
や
す

く
な
っ
た
。
前
頚
部
の
甲
状
腺
が
は
れ
（
甲

状
腺
腫
）、
眼
球
が
少
し
大
き
く
な
っ
た

（
眼
球
突
出
）
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
筋
力

が
衰
え
た
気
も
す
る
。

的
打
撃
の
緩
和
を
図
り
、
再
び
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

も
の
で
す
。

○
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
、

・
「
遺
族
給
付
金
」

亡
く
な
ら
れ
た
犯
罪
被
害
者
の
第
一
順
位

遺
族
の
方

・
「
重
傷
病
給
付
金
」

加
療
一
ヶ
月
以
上
か
つ
入
院
三
日
以
上
を

要
す
る
負
傷
又
は
疾
病
（
精
神
疾
患
は
加

療
一
ヶ
月
以
上
か
つ
三
日
以
上
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
疾
病
）
を

負
っ
た
犯
罪
被
害
者
本
人

・
「
障
害
給
付
金
」

法
令
に
定
め
る
程
度
の
障
害
（
障
害
等
級

第
一
級
〜
第
十
四
級
）
が
残
っ
た
犯
罪

被
害
者
本
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
警
察
本

部
又
は
警
察
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー

ビ
ス
課
犯
罪
被
害
者
支
援
係
（
1
〇
七
四

二
―

二
三
―
〇
一
一
〇
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間：

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。）

▼
場
所：
奈
良
県
広
報
広
聴
課
県
民
相
談
室

（
奈
良
県
庁
主
棟
一
階
）

▼
概
要：

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
相
談
や
お
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
総
合
窓
口
で
す
。
な

お
、
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
各
相
談
機
関

の
相
談
員
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
八
月
二
十

三
日
（
月
）
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
先：

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
一
一
〇
〇

FA
X
：

〇
七
四
二
―
二
二
―
八
六
五
三

M
ail：
koho@

office.pref.nara.lg.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

奈
良
県
広
報
広
聴
課

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
八
三
二
七

▼
開
催
日
・
テ
ー
マ

・
十
二
月
十
一
日：

裁
判
員
制
度

・
一
月
八
日：

建
築
に
関
す
る
紛
争

・
二
月
十
二
日：

犯
罪
被
害
者

・
三
月
十
二
日：

成
年
後
見

▼
時
間：

午
後
一
時
〜
三
時
ま
で

▼
場
所：

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込：

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
四
二
―

二
三
―
八
三
一
九
）
に
て

希
望
講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入

▼
申
込
先：

奈
良
弁
護
士
会

〒
六
三
〇
―
八
二
三
七

奈
良
市
中
筋
町
二
十
二
番
地
の
一

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五

FA
X
：

〇
七
四
二
―
二
三
―
八
三
一
九

こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
、
地
デ

ジ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

地
デ
ジ
化
の
対
応
に
つ
い
て
、
お
問
い
合

「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
の
ご
案
内

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
・
ご
遺
族
の
方
へ

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
二
年
第
二
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
市
民
法
律
講
座
」
実
施
要
領

地
デ
ジ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設

「
相
談
な
ら
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
開
設
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わ
せ
は
下
記
よ
り
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
（
地
デ
ジ

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

1：
〇
一
二
〇
―
六
六
七
―
六
四
五

（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
三
十
分
、
日
・

祝
日
を
除
く
）

県
と
九
市（
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
天
理

市
、
橿
原
市
、
桜
井
、
御
所
市
、
生
駒
市
、
葛

城
市
、
宇
陀
市
）、
四
町
（
平
群
町
、
三
郷
町
、

斑
鳩
町
、
安
堵
町
）
で
は
、
多
重
債
務
者
を
対

象
と
す
る
相
談
会
を
十
二
月
三
日
〜
五
日
及

び
十
二
月
十
日
〜
十
二
日
の
間
、
弁
護
士
会
、

司
法
書
士
会
、法
テ
ラ
ス
と
共
同
で
随
時
実
施
。

申
し
込
み
は
直
接
各
市
町
村
へ
。
借
金
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
相
談
を
！

▼
日
時：

十
二
月
四
日
（
土
）
〜
五
日
（
日
）

十
三
時
〜
十
六
時

▼
場
所：

県
産
業
会
館
（
大
和
高
田
市
）

▼
日
時：

十
二
月
十
一
日
（
土
）
〜
十
二

日
（
日
）
十
三
時
〜
十
六
時

▼
場
所：

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
奈
良
市
）

▼
申
込：

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
〇
六
二
一

※
上
記
以
外
の
問
合
せ
、
申
込
み
は
該
当
市

町
の
消
費
者
行
政
担
当
課
へ
。

※
申
し
込
み
は
県
、
市
町
と
も
に
十
一
月
二

十
六
日
（
金
）
か
ら
。

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
三
年
度
第
一
学

期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を

通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1：

〇
七
四
二
―
二
〇
―
七
八
七
〇
）
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

十
二
月
十
四
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
十
二
月
二
十
一
日
（
火
）
午
後

二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
十
二
月
十
四
日
（
火
）
午
後
二
時
〜

三
時
　
予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
前
十

時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分
　
予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県
民

健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

▼
募
集
種
目

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格
（
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
）

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

（
一
般
）
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
（
月
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
七
日
（
金
）
ま
で

（
推
薦
）
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
（
月
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
六
日
（
木
）
ま
で

▼
試
験
日
時

（
一
般
）
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
（
土
）

一
次
試
験

（
推
薦
）
平
成
二
十
三
年
一
月
十
五
日
（
土
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
十
七
日（
月
）ま
で
の

間
の
指
定
す
る
一
日

▼
合
格
発
表
（
一
般
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
（
火
）

一
次

▼
合
格
発
表
（
推
薦
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
（
火
）

▼
そ
の
他

主
に
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
が
受
験
対
象

各
種
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
通
信
制
高
校

の
教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
新
た
に
推
薦
採
用
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

1：

〇
七
四
七
（
二
十
二
）
三
七
八
九

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

（
予
約
制
）

放
送
大
学
・
四
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
各
種
目
募
集
の
ご
案
内

地域福祉ボランティア基金
金、1 0 0 , 0 0 0 円

南日裏 阪岡　文男 様

（亡妻、ユキエ様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、1 0 0 , 0 0 0 円

洞川 亀谷　ヒロ子 様

（亡夫、義政様ご供養として）

ありがとうございました

善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

泉本　勝士 様

（亡父、正行様の供養として）

ありがとうございました



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 31.84トン
前月比 87.96％
前年同月比 99.84％

不燃 4.83トン
前月比 121.36％
前年同月比 129.84％

資源 5.44トン
前月比 64.38％
前年同月比 85.42％

粗大 1.79トン
前月比 78.17％
前年同月比 71.31％

10月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

22年
11月

30日
発
行
　
通
巻
406号

村のうごき

人
口

1,775人
（
±
０
）

2010年
10月

31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女934人
（
±
０
）

男841人
（
±
０
）

世
帯
数

757戸
（
－
１
）

11月17日（水曜日）天川中学校3年生8人のお兄ちゃん・お姉ちゃんが、家庭科の学習のた

めに幼稚園に来てくれました。

最初は園児も中学生も恥ずかしそうにしていました。しかし一緒にごっこ遊びやゲーム遊び

をしたり、中学生の紙芝居を見せてもらったりと活動が進むにつれ、話し声が大きくなったり

笑い声が聞かれたりしました。なかでも中学生から聞かれた『幼稚園の子どもといると、自然

に笑顔になるから不思議やな』という言葉が心に残りました。

この活動を通して、幼児はいろいろな人と触れ合う楽しさを感じることができました。また

中学生は、幼児にとっての遊びの意義・理解を深めることができたのではないかと思います。

今後も互いに学びあうことが出来る環境作りに取り組んでいきたいと思います。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 


